平成２７年度　藤島ふれあい食センター運営委員会（会議録）
○　日　　時　　平成２８年２月１９日（金）　午後３時３０から５時００分
○　会　　場　　藤島ふれあい食センター
○　報告事項　　(1) 平成２７年度運営状況について

○　協議事項　　(1) 平成２８年度運営方針について

　　　　　　　　(2) その他
· 出席委員

土屋常義（会長）、去渡勝宏（副会長）、安井美千世、前田恵、太田蘭、草島陽子、
榎本博美、百瀬凡隆、深澤一雄

· 欠席委員

山本典子、佐藤真紀、髙山貴子、高橋誠、秋山文子、多田隆佳
○　市側出席職員

　　所長　太田   功、主査　齋藤敬子、栄養教諭　本間早苗、臨時栄養士　小柳栄里
○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　０人

１　開　　会
    事務局より開会。

２  委嘱状交付  

      役員改選、人事異動により交替した委員に交付
３　委員長あいさつ

土屋常義渡前小学校校長（会長）より「鶴岡の食文化」「食育」をテーマに挨拶をいただいた。
４　報　　告
　(1) 平成２７年度運営状況について

齋藤敬子（事務局）　資料に沿って説明する。
　　【質疑】
委  員：郷土食として「関根みそ」をよくぞ献立にいれてくれたと思っています。

鶴岡市統一献立は増やす目標があるのですか。市からの指示で増やしているのですか。
      事務局：統一献立は、現状では月６回を基本にして実施しており、地域の郷土食を献立に反映させることは十分可能であると思っています。

      委  員：各年代の給食も子どもたちには良かった。献立を統一するよりは独自色を出していただきたいという希望です。

５　協　　議
(1) 議第１号  平成２８年度運営方針（案）について

太田所長（事務局）資料に沿って説明する。

　　 【質疑】
     委  員：藤島地域の幼児は給食を食べていることで、小学校へ入学後に学校生活になじめないという問題も、藤島地域については給食に関してはないので良い取組だと思います。地産池消について、温暖化の影響もあり旬の時期が昔と変わってきていると感じます。地元の野菜が取れる時期にあわせメニューを弾力化し、なるべく多くの地元産を使用することで経費の節減にも繋がると思います。
     事務局：献立は約１３００名分という規模であるため、サンサン・畑の会の農家の方が作成している生産計画表をもとに献立作成をし、発注前の確認を行って農産物の成長による変動等があれば、献立を変更したり使用野菜の入れ替え等によりなるべく多くの地場産野菜を使用する工夫をしています。藤島産がなければ鶴岡産・庄内産・県内産というように使用しているところです。引き続きなるべく地産池消につとめてまいりますのでよろしくお願いいたします。
     委  員：「つや姫」給食も３回実施しているようですが、「つや姫」の産地としてもっと子どもたちが食べられるように回数を増やせないか。

     事務局：米飯は２等米が基本でありますが、鶴岡市農協、庄内たがわ農協の両農協からの費用負担もいただきながら、鶴岡産「はえぬき」１等米を提供しています。「つや姫」給食は県全体の取組として２８日を「つや姫の日」ということで、今年度は３回実施しております。残念ながら鶴岡産米ではありませんが、ここ藤島地域は「つや姫」誕生の地ということで給食だよりでもお伝えしているところです。今後もっと回数を増やしてほしいという要望については、農政課、両農協へもつなぎながら進めてまいりたいと思います。量の確保・価格差の補填等課題もありますが、産地としての発信力もあると思いますので要望としてあげていきたいと思います。
　  委  員：このような会議に出席するということで、子どもに給食はおいしく食べてると思うけど何かあるかと聞いたところ、「ご馳走が充実している時にもごはんがゆかりごはんとか混ぜご飯で残念だ。白いご飯で食べたい。」ということを言っていました。

            私も給食を食べていますが、揚げ物がパリッとしているのに副菜の汁が衣にしみこんでやわらかくなり残念ですので、揚げ物のときの副菜は汁気の少ないものをお願いしたいです。

    事務局：おかず皿は鶴岡の他の地域と異なり、仕切りがないためどうしても盛り付けで混じってしまうのですが、食器は強化磁器食器ですとおいしそうに見えることもありますので、組み合わせを工夫しながら提供したいと思いますが、食べる際にも工夫をしていただくことになろうかと思います。ご理解をいただきたいと思います。

委  員：長男も中学を卒業する年になり、幼稚園から通算１３年間給食を食べてきました。残りの学校生活で給食を楽しみにしているとのことで、クラスの女子も献立表を見てチェックし好きな献立を楽しみにしているということでした。地産池消の食材で子どもたちの舌もこえてきており、便利な食材に甘えず負けず食事を作っていきたいと思っています。

   委  員：希望献立が近づくと兄弟で検討しあい楽しみにしている。
   委  員：特産品の中でマコモタケやすいおうなど家では使わない食材もあり、今度使ってみたいと思います。

委員長：色々なご意見いただきましたが、議第１号の平成２８年度運営方針については原案のとおりご承認いただくということでよろしいでしょうか。
       【全員承認】
   ６．その他
   委  員：サンサン・畑の会は地産池消率を上げていきたいということで、同じ作物でも長期間取れるように研修会を開催したり、給食で使用したい野菜の情報をもらい、生産してみたりしながら取り組んでますので、地産池消率の向上につながると思います。課題は保存にあり、個人での保存となると大変なので行政からも経費のかかる部分を負担してもらいながら使用できるように支援をいただけるとありがたい。

          献立に「関根みそ」もでましたが、主に冠婚葬祭で作られてきましたが、現在はなかなか家庭でも作らなくなってきているのでいい機会だと思いました。

   ７　閉　　会
      事務局より閉会。
